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【要約】 

新型コロナウイルスの影響で、学生の間で勉強において、電子書籍を使うことが主流とな

っている。本論文は、高等教育における、学生の電子書籍の利用状況やアクセスのしやす

さ、使いやすさ、快適さ、不快感、紙媒体の書籍へのこだわりなど、電子書籍を紙媒体の

書籍の代替品として利用することに対する意識を分析している。調査地は、バングラデシ

ュである。結果としては、調査対象の学生(29 名)全員が、新型コロナウイルス流行前から

電子書籍を利用していたことが分かった。しかし、学術的な利用目的においては、紙媒体

の書籍を好むことが分かった。 

 

【感想】 

途上国であるバングラデッシュにおいて、高等教育機関ではあるものの、電子書籍が使わ

れていることに驚いた。しかし、サンプル数の少なさが際立っているため、論文としての

評価はいかがなものかとも感じる。目的が論文を読む場合のとき、紙媒体が好まれるの

は、自身の経験からも納得感を持つことが出来た。新型コロナウイルスによって、ネガテ

ィブな側面ばかりがどうしても強調されてしまうが、電子書籍化やテレワーク化など、今

まで進まなかったことが変化せざるをえなくなったという、ある意味ポジティブな面も感

じられる。 


